泥坊 



i 島 与 志 雄 



ものではありません。 毎晚 しくじって ばかりいて、 ろ 

くろく 御飯 も 食べ られ ない 始末に なりました。 

ある 日なん か、 一晩中 駆け 廻っても、 物 を 盗む こと 

はいう まで もな く、 ごみ だめから 食物の あまり を 拾い 

取る こと も 出来ないで、 まだ 朝の 暗い うちに ぼんやり 

帰って来ました。 そして、 橋の 欄干に もたれて、 どう 

じょ 1 つず く ふ 1 つ 

かして 上手な 泥坊になる 工夫 はない もの かと、 しきり 

に 考えて いました。 

すると、 横の 方から ひょっこり、 一人のお 鼠さん が 

出て 来ました。 五右衛門 はび つくりして たずねました。 

「あなた は 誰です か」 



しました。 この 上 捕まったら、 どんな 目にあわされる 

かわか リ ません。 彼 は 下駄 をぬ ぎ 捨て、 着物 を もぬ ぎ 

捨てました、 そして まつ 裸で 逃げました。 身体 だけ は 

誰に も 見えない ものです から、 ようよう 橋の 下まで 

戻って 来る ことが 出来ました。 

彼 はもう どうす る こと も 出来ないで、 裸の 上から む 

しろ を かぶって、 がたがた 震えて いました。 頭 や 背中 

の 傷から は 血が 流れ出し、 それがず きずき 痛んで、 身 

動き をす る こと さえ 出来 なくなりました。 

今度 は 五右衛門 も、 まったく^ 口して しまいました _ 

夜になる と、 痛みと 寒さと で 今にも 死ぬ ような 思い を 



しながら、 橋の 上まで はい 出して きまして、 ポンポン 

ボンと 手 を 三 度拍 きま した。 

白髯 のお 爺さんが ひよ つ こり 出て 来て にこに こ 笑つ 

ています。 五右衛門 は 泣かん ばかりに 願いました。 

「もう 術 はいりません から、 どうぞ 着物 を 一 枚と 食物 

を 少し 下さい ませ。 お願いで ございます」 

すると、 ァ ハハハ とびつく りする ほど 大きな 笑い声 

がしまして、 「大 馬鹿者の 五右衛門！」 と 叫んだ 者が あ 

リ ます。 五右衛門 は 地面に すりつけ ていた 顔 を 上げて 

眺めます と、 もうお 爺さんの 姿 は 影 も 形 もありません _ 

そして、 木の葉 を 綴った 着物が 脱ぎ捨て てあつて、 そ 
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